
封 絨 木 簡 考

絨

封

木

簡

一

封

絨

木

簡

本
稿
は
、　
一
九
九
四
年
九
月
二
四
日
に
新
潟
大
学
で
開
か
れ
た
木
簡
学
会
新

潟
特
別
研
究
集
会
で
報
告
し
た

「郡
符
木
簡
と
封
絨
木
簡
」
の
う
ち
、
封
絨
木

簡
に
つ
い
て
の
考
察
に
補
考
を
加
え
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に
お
け

る
封
絨
木
簡
に
つ
い
て
の
主
要
な
論
旨
は
、
下
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
整
形
す

る
特
徴
的
な
形
態
を
も
つ
封
絨
木
簡
を
、
古
代
に

一
般
的
に
存
在
し
た
も
の
と

認
識
す
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
封
絨
木
簡
は
二
枚

一
組
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
、

封
絨
木
簡
の
造
り
方
は

一
つ
の
素
材
を
整
形
し
、
そ
れ
を
二
枚
に
割
っ
て

一
セ

ッ
ト
で
造
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
二
枚
に
割
っ
た
割
り
面
は
調
整
を
加
え
ず
に

割
り
の
ま
ま
と
し
て
お
り
、
そ
の
粗
面
が
接
合
す
る
こ
と
、
封
絨
木
簡
の
用
法

と
し
て
、
紙
の
文
書
を
直
接
挟
ん
で
封
絨
す
る
機
能
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
二

枚

一
組
の
封
絨
木
簡
の
う
ち
、
「封
」
字
や
充
所
を
書
か
な
い
方
の

一
枚
は
多

く
文
字
記
載
を
欠
く
も
の
の
、
木
簡
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
封
絨
木

簡
の
各
地
で
の
出
土
が
、
古
代
の
地
方
に
お
け
る
紙
の
文
書
往
来
の
広
範
な
存

佐

藤

信

在
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

報
告
以
前
、
す
で
に
羽
子
板
状
の
柄
を
特
徴
と
す
る
封
絨
木
簡
の
存
在
と
、

「封
絨
木
簡
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
の
指
穂
〆
あ
り
、
平
川
氏
が

示
さ
れ
た
文
書
箱
を
封
絨
す
る
と
い
う
封
絨
木
簡
の
機
能
に
関
連
し
て
、
私
も
、

紙
の
文
書
を
挟
ん
で
封
絨
す
る
機
能
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
報
告
で
は
、

新
潟
県
三
島
郡
和
島
村

（古
代
の
越
後
回
古
志
郡
）
の
人
幡
林
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
木
簡

（以
下

「八
幡
林
木
簡
」
と
呼
ぶ
）
中
の
封
絨
木
簡
の
、
実
物
調
査
に
よ

る
そ
の
形
態

・
製
作
技
法

・
用
法
に
つ
い
て
の
知
見
を
中
心
に
、
そ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
平
城
京
跡
出
上
の
封
絨
木
簡
と
を
考
え
合
わ
せ
た
。
そ
の
後
、
平

城
京
跡
出
上
の
封
絨
木
簡
の
実
物
を
調
査
す
る
機
会
を
も
得
、
そ
の
知
見
も
合

わ
せ
て
考
奈
し
た
結
果
が
本
稿
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
結
論
を
先
取
り
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
封
絨

木
簡
の
用
法
を
め
ぐ
る
各
部
位
な
ど
の
名
称
を
、
先
に
設
定
し
て
お
き
た
い

（第
１
図
参
昭
じ
。
長
方
形
の
材
で
羽
子
板
状
の
柄
を
も
つ
形
態
の
封
絨
木
簡
の

使
用
法
と
し
て
、
本
稿
で
は
封
絨
木
簡
二
枚

一
組
で
、
紙
の
文
書
を
挟
ん
で
封

ず
る
機
能
を
推
定
す
る
が
、
ま
ず
紙
の
文
書
の
上
に
く
る
方
の
封
絨
木
簡
を
表



簡
、
下
側
に
く
る
も
う

一
方
を
裏
簡
と
称
し
た
い
。
表
簡
は
外
面

（外
側
）
に

「封
」
字
や
充
所

。
差
出
な
ど
を
墨
書
表
書
き
し
、
裏
簡
外
面
に
は
墨
書
の
な

い
も
の
が
多
い
。
表
簡

。
裏
簡
の
文
書
に
接
す
る
側
の
内
面
は
、
表
簡

・
裏
簡

と
も
製
作
の
際
に
外
面
と
は
異
な
っ
て
面
を
平
滑
に
調
整
せ
ず
、
割
り
の
ま
ま

と
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
内
面
に
は
ほ
ぼ
墨
書
は
し
な
い
。
ま
た
木

簡
上
方
の
長
方
形
の
部
分
を
体
部
、
羽
子
板
状
の
柄
の
部
分
を
柄
部
と
し
て
お

く
。
体
部
に
は
左
右
か
ら
切
り
欠
き
を
施
す
こ
と
が
多
く
、
そ
の
位
置
に
紐
を

か
け
て
上
か
ら

「封
」
字
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
切
り
欠
き
は

一
―
三
か
所

施
さ
れ
る
が
、
そ
の
位
置
は

（体
部
）
上
端
と
か
体
部
下
端
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。な

お
、
報
告
時
に
は
羽
子
板
状
の
柄
を
も
つ
封
絨
木
簡
特
有
の
形
態
に
対
し

て
新
し
い
木
簡
型
式
番
号

「例
え
ば
〇

一
六
型
式
」
を
与
え
る
こ
と
を
提
唱
し

た
が
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
木
簡

一
―
長

屋
王
家
木
簡
―
』
全

九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
新
た
に
〇
四

一
（切
つ
欠
き
の
な

い
も
の
）

・
〇
四
三

（切
り
欠
き
の
あ
る
も
の
）
。
〇
四
九

（原
形
未
詳
の
も
の
）

な
ど
の
関
係
型
式
番
号
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
の
新
型
式
番
号
に

従
い
た
い
。

一
一　
平
城
京
の
封
絨
木
簡

平
城
京
の
左
京
三
条
二
坊

一
・
二

・
七

・
八
坪
を
占
め
る
人
世
紀
前
期
の
邸

宅
跡
の
溝
か
ら
出
土
し
た
、
和
銅
か
ら
霊
亀
年
間
に
か
け
て
の
三
万
五
千
余
点

の
長
屋
王
家
木
簡
と
、
そ
の
邸
宅
の
北
に
接
す
る
三
条
大
路
上
の
溝
か
ら
出
土

し
た
天
平
七

・
八
年
頃
を
中
心
と
し
た
七
万
四
千
点
に
の
ぼ
る
三
条
大
路
木
簡

の
中
に
、
特
徴
あ
る
形
態
を
と
る
封
絨
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
績
．
そ
の
他
の
京

内
か
ら
出
土
し
た
例
も
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
宮
都
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
封
絨

木
簡
の
特
徴
と
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
機
能
に
つ
い
て
、
検
討
し
よ
う
。

●
　
長
屋
王
家
木
簡

・
二
条
大
路
木
簡
の
封
絨
木
簡

ま
ず
、
長
屋
王
家
木
簡

。
二
条
大
路
木
簡
の
中
の
封
絨
木
簡
を
列
挙
し
て
、

そ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ
長
屋
王
家
木
簡

（長
屋
王
家
木
簡
四
五
四
号
）
（口
絵
図
版
六
十
⑭
）

「封
」
　

北
宮
進
上
　
津
税
使

裏簡        表簡

第 1図 封絨木簡各部位の名称



封 絨 木 簡 考

縦
三
〇
〇
ミ
リ
×
横
二
七
ミ
リ
×
厚
三
ミ
リ
　
〇
四
三
型
式

（他
に
、
上
欠
で
体
部
下
端

・
柄
部
の
み
が
現
存
し
、
Ａ
と
面
的
に
接
合
す
る

文
字
記
載
な
し
の
封
絨
木
簡
＝
裏
簡
が
存
在
す
る
。
盆

〓
一四
）
×
二
人
×
二
。

表
簡

・
裏
簡
と
も
に
接
合
す
る
内
面
は
、
割
り
の
ま
ま
で
未
調
整
と
な
っ
て
い

る
。
）

Ｂ
長
屋
王
家
木
簡

（概
報

（
２．
と

（
口
絵
図
版
六
十
０
）

普
進
上

藝

粧

鞍

垂
三
〇
四
×
四
三
×
二
　
〇
四
三

（
二
次
的
に
習
書
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
。
記
載
面
上

端
の
左
右
切
り
欠
き
部
に
組
の
痕
跡
が
残
る
。）

Ｃ
長
屋
王
家
木
簡

（概
報

（
２７
し

（
口
絵
図
版
六
十
①
）

「
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
」

（
二
四
〇
）
×
全

一人
）
×
全
一
　
〇
四
三

（
二
次
的
な
習
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
と
Ｃ
は
面
的
に
接
合
す
る
。
Ｂ
は
表

簡
、
Ｃ
は
裏
簡
で
、
と
も
に
調
整
を
施
し
た
外
面
に
墨
書
が
あ
り
、
内
面
は
割

り
の
ま
ま
で
未
調
整
と
し
て
い
る
。
表
簡

・
裏
簡
と
も
に
、
外
面
＝
記
載
面
上

端
の
切
り
欠
き
部
に
紐
の
痕
跡
が
残
る
。
Ｂ
と
Ｃ
の
習
書
は
同
筆
か
と
思
わ
れ

る
。
Ｂ

・
Ｃ
は
も
と
は

一
体
の
封
絨
木
簡
だ
が
、
約
九
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
区

か
ら
出
上
し
て
い
る
。）

Ｄ
長
屋
王
家
木
簡

（概
報

（
２．
し

（
口
絵
図
版
六
十
①
）

封
　
案
麻
郡
司
進
上
　
印
　
　
　
（
二
六
〇
）
×
三

一
×
全

Ｃ
　
〇
四
三

（こ
れ
と
面
的
に
接
合
す
る
文
字
記
載
な
し
の
封
絨
木
簡
＝
裏
簡
が
あ
る
。

（二
五
工◆
×
三
二
×
一一一　
〇
四
三
。
両
者
は

一
緒
に
出
上
し
た
。
接
合
す
る
内

面
は
と
も
に
割
り
の
ま
ま
。）

Ｅ
長
屋
王
家
木
簡

（同
）
（
口
絵
図
版
六
十
⑬
）

案
麻
郡
司
進
上
　
　
　
　
　
　
（
一
七

一
）
×
二
人
×
（
四
）

（〇
三
九
）

Ｆ
長
屋
王
家
木
簡

（同
）
（
口
絵
図
版
六
十
⑪
）

封

　

　

　

　

舶

己

　

　

一
七

Ｃ

≦

天

Ｘ

こ

（Ｑ

一死

）

（Ｅ
と
Ｆ
は

一
緒
に
出
上
し
た
も
の
。
Ｅ
は
表
簡
、
Ｆ
は
裏
簡
で
、
と
も
に
調

整
し
た
外
面
に
墨
書
し
て
お
り
、
内
面
は
割
り
の
ま
ま
で
面
的
に
接
合
す
る
。）

Ｇ
長
屋
王
家
木
簡

（同
）
（口
絵
図
版
六
十
●
）

封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
二
一
一）
×
二
四
×
人
　
〇
四
三

（Ｇ
と
面
的
に
接
合
す
る
文
字
記
載
な
し
の
封
絨
木
簡
＝
裏
簡
が
あ
る
。
三
二

一
×
二
四
×
四
　
〇
四
三
。
両
者
の
接
合
面
は
と
も
に
割
り
の
ま
ま
。
上
端
の

左
右
切
り
欠
き
部
に
粘
着
質
の
汚
れ
が
残
る
。）

Ｈ
長
屋
王
家
木
簡

（概
報

（２３
》

封

　

封

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
七
一
更

二
一
支

二
　
〇
三

一

（記
載
面
は
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
で
あ
る
。）

Ｉ
長
屋
王
家
木
簡

（概
報

（２５
》

（
口
絵
図
版
六
十
ω
）

（表
）
封
　
　
　
　
　
　
　
封

「行
　
陀
　
朧
陀

可

杉
陀
　
天
地
陀
陀
朧
朧
朧
□
」
（重
ね
書
き
）



（裏
）
「九
九
九
　
寺
寺
寺
寺
寺
寺
駐
駐
」
（
二
五
六
）
×
三
人
×
三
　
〇
四
三

（表
は
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
は
割
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
左
右
の
切

り
欠
き
の
位
置
に

「封
」
字
が
あ
り
、
文
字
中
央
に
紐
状
の
空
白
が
み
え
る
。

表
裏
と
も
に
二
次
的
に
習
書
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。）

Ｊ
長
屋
王
家
木
簡

（同
）
（口
絵
図
版
六
十
⑥
）

（表
）
封
　
案
麻
郡
司
進
上
　
印

（裏
）
「
足
在
水
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一一×
三
〇
×
二
　
〇
四
三

（表
は
調
整
さ
れ
て
い
る
。
裏
は
割
り
の
ま
ま
で
記
載
は
異
筆
か
。）

Ｋ
二
条
大
路
木
簡

（概
報

（
２４
》

封
　
　
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
×

一
六
×
三
　
〇
三

一

（小
型
の
〇
三
一
型
式
タ
イ
プ
の
封
絨
木
簡
で
、
左
右
の
切
り
欠
き
の
位
置
に

「封
」
字
が
あ
る
。
「封
」
字
の
中
央
部
に
は
横
に
直
線
状
に
空
白
部
分
が
み

ら
れ
、
紐
が
か
け
ら
れ
た
上
に
墨
書
し
た
こ
と
を
示
す
。
以
下
の
例
も
同
様
。）

Ｌ
二
条
大
路
木
簡

（同
）

封

　

封

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
〇
一一ヌ

一
七
≦

二
　
〇
三

一

（記
載
の
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
。）

Ｍ
二
条
大
路
木
簡

（同
）

封

　

封

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

七
一一ヌ

〓
一ヌ

ニ
　
〇
三

一

（記
載
の
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
。）

Ｎ
二
条
大
路
木
簡

（同
）
（
回
絵
図
版
六
十
ω
）

封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
五
×
四

一
×
五
　
〇
四
三

〇
二
条
大
路
木
簡

（同
）
（
口
絵
図
版
六
卜
ω
）

印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
五
〇
）
×
四

一
×
五
　
〇
四
三

（Ｎ
と
Ｏ
は
、
面
的
に
接
合
す
る
表
簡
と
裏
簡
だ
が
、
表
簡

・
裏
簡
に
分
け
る

た
め
の
割
り
込
み
が
も
と
も
と
柄
部
の
上
部
ま
で
し
か
入
っ
て
お
ら
ず
、
完
全

に
二
枚
に
は
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
。
割
れ
日
下
端
の
弱
い
部
分
で
折
れ
て
三

片
に
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
側
面
Ｙ
字
状
の
形
態
の
ま
ま
封
絨

に
利
用
さ
れ
、
開
封
の
際
に
二
片
に
折
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
Ｎ

の
柄
部
は
長
く
、
二
四
人
ミ
リ
を
計
る
。）

Ｐ
二
条
大
路
木
簡

（概
報

（２９
し

封
　
　
　
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

一
）
×
三
二
×
四
　
〇
三

一

（裏
面
も
調
整
し
て
い
る
。
下
端
欠
損
。）

Ｑ
二
条
大
路
木
簡

（同
）

〔封
ヵ
〕
　

〔封
ヵ
〕

□
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
七
×
盆

四
）
×
全
じ
　
〇
四
三

（記
載
の
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
。）

Ｒ
二
条
大
路
木
簡

（同
）

封

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
一
五

５

×
全

○
）
×
一
一
　
〇
三
九

（記
載
の
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
。）

Ｓ
二
条
大
路
木
簡

（同
）

（表
）
封
先
日
符
謹
封
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（裏
）
野
朝
義
義

我
身
在
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

一
×
七
八
×

一
九
　
〇

一
一

〔寿
ヵ
〕

（方
形
の
厚
手
の
板
状
の
木
簡
で
、
封
絨
木
簡
の
形
態
と
は
異
な
る
が
、
「封
」

の
関
連
史
料
と
し
て
掲
げ
た
。）

（５
）

Ｔ
平
城
京
左
京
三
条
二
坊

（六
坪
）
官
跡
庭
園

（奈
良
市
）
出
土
木
簡

封
　
　
　
　
　
　
封
　
　
　
　
　
（
二
五
七
）
×
全
〓
ｃ
×
三
　
〇
四
三

（Ｔ
と
次
の
Ｕ
は
長
屋
王
家
木
簡

・
三
条
大
路
木
簡
と
は
別
の
調
査
で
出
上
し

て
い
る
。
奈
良
時
代
後
期
の
園
池
の
下
層
に
あ
っ
た
流
路
か
ら
出
上
し
た
木
簡
。

二
か
所
に
左
右
の
切
り
欠
き
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に

「封
」
字
が
あ
る
。
こ
の

「封
」
字
中
央
に
は
紐
状
に
空
白
都
が
残
る
。
後
次
的
に
右
辺
を
半
裁
さ
れ
て

い
る
。）

Ｕ
二
条
大
路
北
側
溝

（平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
大
路
、
奈
良
市
）
出
土
木

（６
）
簡封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
人
）
∠

二
〇
×
四
　
〇
三
九

（平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
東
半
に
接
す
る
二
条
大
路
北
側
溝
か
ら
出
上

し
た
。
下
半
を
欠
損
す
る
が
、
上
端
の
左
右
切
り
欠
き
部
に
紐
状
空
自
の
残
る

「封
」
字
を
記
し
て
い
る
。）

（７
）

［参
考
］
藤
原
宮
木
簡

（南
面
西
門
地
区
内
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇
一
じ

（第
２
図
）

（表
）
封
　
　
　
　
　
　
印

（裏
）
「栗
道
宰
熊
鳥
」
□
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

一
×
三
七
×
八
　
〇
三

一

（藤
原
宮
跡
で
出
土
し
た
も
の
で
、
封
絨
木
簡
や
そ
の
機
能
が
藤
原
京
時
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
な
る
。
裏
面
の

異
筆
は
、
内
面
と
い
う
こ
と
か
ら
も
充
先
で
は
な
く
、
差
出
と
す
る
説
が
あ

る
。
）

⑬
　
封
絨
木
簡
の
特
徴

以
上
み
て
き
た
平
城
京
跡
出
上
の
封
絨
木
簡
の
特
徴
を
ま
と
め
よ
う
。

ま
ず
出
土
遺
跡

・
状
況
と
し
て
は
、
宮
都
の
出
上
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら

他
例
も
あ
っ
て
長
屋
王
家
木
簡
や
二
条
大
路
木
簡
だ
け
に
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

封
絨
木
簡
が
宮
都
に
お
い
て
特
殊
な
も
の
で
な
く

一
般
的
に
利
用
さ
れ
存
在
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
藤
原
宮
木
簡
に
も
封
絨
木
簡
が
存
在
し
た
こ
と
は
、

封
絨
木
簡
や
そ
の
機
能
が
藤
原
京
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

次
に
形
態
を
整
理
す
る
と
、

長
方
形
の
材
の
上

・
下
両
端
に
左
右
か
ら
切
り
欠
き
を
入
れ
た
も
の

Ｈ
〇
三

一
型
式
。
多
く
小
型
の
タ
イ
プ
。

長
方
形
の
材
の
下
端
の
左
右
を
削
っ
て
羽
子
板
の
柄
状
に
整
形
し
た
も
の

で
、体

部
の
左
右
に
切
り
欠
き
を
二
か
所
も
つ
も
の
Ｈ
〇
四
三
型
式
。

体
部
の
左
右
に
切
り
欠
き
を

一
か
所
も
つ
も
の
＝
〇
四
三
型
式
。

体
部
の
左
右
に
切
り
欠
き
の
な
い
も
の
　
　
　
＝
〇
四

一
型
式
。

上
部
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

＝
〇
四
九
型
式
。



の
よ
う
に
な
る
。
長
方
形
の
材
の
上
下
両
端
に
切
り
欠
き
を
も
つ
形
態

（〇
三

一
型
式
）
の
多
く
小
型
の
タ
イ
プ
は
、
貢
進
物
荷
札
木
簡
に
多
く
み
ら
れ
る
形

態
で
は
あ
る
が
、
切
り
欠
き
部
に

「封
」
「印
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
「封
」

「印
」
字
に
は
木
簡
を
く
く
っ
た
紐
の
位
置
に
墨
痕
空
自
の
帯
が
み
ら
れ
、
ま

た
同
形
の
二
枚
が
面
的
に
接
合
し
て
二
枚

一
組
で
利
用
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る

例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
物
品
の
封
絨
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
封
絨
木
簡
と
と
ら
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
タ
イ
プ
は
封
絨
木
簡
と
は
分

け
て

「検
封
木
簡
」
な
ど
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
用
法

・

左
右
の
切
り
欠
き

。
「封
」
字
な
ど
の
共
通
性
が
あ
り
、
下
部
を
欠
損
し
て
い

る
場
合
に
区
別
し
に
く
い
こ
と
も
考
え
て
、
今
の
と
こ
ろ

「封
絨
木
簡
」
を
幅

広
く
と
ら
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。　
一
方
、
〇
四
系
型
式

（〇
四

〓
下
〇
四
一
・
〇
四
九
型
式
）
の
タ
イ
プ
は
、
羽
子
板
の
柄
状
に
整
形
し
た
柄
部

と
い
う
独
特
の
形
態
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
形
態
に
応
じ
て
そ
の
機
能

の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
の
例
に
は
、
同

形

・
同
材
で
面
的
に
接
合
す
る
二
枚
で
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
二
枚

一

組
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
二
枚

一
組
で
の
利
用
と
、
接
合

面
を
未
調
整
で
割
り
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
〇
四
系
型
式
の
封

絨
木
簡
が
封
絨
す
る
対
象
と
し
て
、
紙
の
文
書
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

法
量
は
、
大
ま
か
に
次
の
三
者
に
分
類
で
き
よ
う
。

大
型
…
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
を
越
え
、
幅
四
セ
ン
チ
程
度
。

中
型
…
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
セ
ン
チ
程
度
。

小
型
…
長
さ
七
―

一
〇
セ
ン
チ
、
幅

一
・
五
セ
ン
チ
程
度
。

こ
の
内
と
く
に
小
型
の
も
の
は
、
〇
三

一
型
式
を
と
っ
て
い
る
。
大
型

。
中
型

の
も
の
は
〇
四
系
型
式
を
と
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
は
と
く
に
柄
部
の

長
さ
な
ど
と
の
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
切
り
欠
き
が
二
か
所
に
あ
る
場

合
の
切
り
欠
き
間
の
長
さ
は
、
約

一
五
セ
ン
チ
程
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

使
用
痕
と
し
て
は
、
体
部
上

・
下
両
端
左
右
の
切
り
欠
き
部
に
紐
が
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
、
紐
の
圧
痕
や
、
切
り
欠
き
部
に
位
置
す
る

「封
」
字
中
央
部
の

帯
状
空
白
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
封
絨
木
簡
に
は
空
白
部
が
多
く
、
と

く
に
裏
簡
に
は
記
載
の
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
、
ま
た
送
ら
れ
て
き
た
封
絨
木

簡
が
し
ば
し
ば
文
書
筆
記
の
場
に
存
在
し
た
か
ら
か
、
か
な
り
の
封
絨
木
簡
が

二
次
的
に
習
書
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

封
絨
木
簡
の
製
作
法
と
し
て
は
、
両
面

・
四
辺
を
調
整
し
た
や
や
分
厚
い
一

枚
の
材
を
上
端
か
ら
割
っ
て

（木
目
に
沿
う
場
合
が
多
い
）
二
枚
に
お
ろ
す
と
い

う
手
順
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
枚
の
封
絨
木
簡
で
挟
む
内
側
の
割
り
面
は
、

割
り
の
ま
ま
に
し
て
調
整
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

二
枚
の
封
絨
木
簡
の
挟
み
込
む
内
面
同
志
は
、
封
絨
を
解
い
た
後
に
ピ
タ
リ
と

接
合
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
面
不
調
整
に
よ
る
接
合
と
い
う
関

係
は
、
「封
」
字
と
は
別
に
封
絨
を
確
認

・
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
と
も
な
り
得

る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
記
載
型
式
と
し
て
は
、
調
整
し
た
表
簡
の
外
面
に
記
載
す
る
点
が
挙
げ



封 絨 木 簡 考

ら
れ
る
。
裏
簡
の
外
面
に
記
載
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
表
簡

・
裏
簡
の
割
り
の

ま
ま
の
内
面
に
は
記
載
し
な
い
。
な
お
、
記
載
の
な
い
部
分
に
二
次
的
に
習
書

が
行
な
わ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
書
式
と
し
て
は
、
上
か
ら
順
に
、

「封
」
字

（上
端
切
り
欠
き
部
の
位
置
に
書
く
。
文
字
中
央
を
横
切
る
紐
状
の
空
白
部

が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し

「封
」
の
墨
書
の
な
い
も
の
も
あ
る
）

・
充
所

（省
略
す
る
場

合
や
、
充
所
に
脇
付
が
付
く
場
合
も
あ
る
）

。
「進
上
」
（省
略
す
る
場
合
や
、
差
出

の
下
に
く
る
場
合
も
あ
る
）

・
差
出

（省
略
す
る
場
合
が
あ
る
）
ｏ

「封
」
令
印
」

「／
」
の
例
も
。
体
部
下
端
切
り
欠
き
部
の
位
置
。
文
字
中
央
部
を
横
切
る
紐
状
空
自

が
み
ら
れ
る
。
省
略
す
る
場
合
も
あ
る
）
と
い
っ
た
記
載
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
わ
ず
か
な
が
ら
裏
簡
外
面
の
切
り
欠
き
の
位
置
に

「印
」
字
の
封
を
墨

書
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
と
く
に
小
型
の
も
の
の
場
合
、
充
所

・
差
出
を
省

略
す
る
例
が
多
い
。
法
量
か
ら
多
く
の
記
載
が
で
き
な
い
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
る
が
、
〇
四
系
型
式
で
も
省
略
す
る
例
が
あ
る
の
は
、
充
所

・
差
出
両
者
が

自
明
な
時
で
あ
ろ
う
か
。

記
載
内
容
と
機
能
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
「封
」
「印
」
字
が
体
部
上
端

。
下

端
の
切
り
欠
き
部
に
位
置
し
、
文
字
中
央
部
を
横
切
る
紐
状
の
空
白
が
残
る
こ

と
か
ら
、
切
り
欠
き
部
に
紐
を
か
け
て
結
び
、
「封
」
「印
」
字
墨
書
で
封
絨
す

る
と
い
う
機
能
が
復
元
で
き
る
。
こ
の
封
絨
の
対
象
と
し
て
は
、
小
型
の
〇
三

一
型
式
の
場
合
は
何
ら
か
の
小
型

・
薄
手
の
物
品
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
羽
子

板
状
の
柄
を
も
つ
〇
四
系
型
式
の
場
合
は
、
二
枚

一
組
で
作
ら
れ
用
い
ら
れ
た

こ
と
、
二
枚
の
内
面
は
調
整
を
加
え
ず
割
り
の
ま
ま
と
し
て
い
る
こ
と
、
紐
な

ど
で
き

つ
く
綴
じ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
木
簡
の
幅
な
ど
の
規
模
、
表
に

「封
」
以
外
に
充
所

・
差
出
を
記
載
し
て
も
物
品
名
を
記
さ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
紙
の
文
書
を
直
接
挟
ん
で
封
絨
す
る
機
能
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二

枚

一
組
の
封
絨
木
簡
に
よ
っ
て
紙
の
文
書
を
挟
み
封
じ
て
、
他
読
を
許
さ
な
い

た
め
の
手
続
き

。
書
札
礼
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
長

方
形
の
材
の
両
端
に
切
り
欠
き
を
も
つ
形
態

（〇
三
一
型
式
）
の
木
簡
状
薄
板

二
枚
で
、
折
り
た
た
ん
だ
紙
の
文
書
を
直
接
挟
ん
で
綴
じ
、　
一
方
の
板
に
表
書

を
書
く
後
世
の
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
こ
の
見
方
を
傍
証
し
よ
う
。
こ
う

し
た
機
能
は
中
国
に
お
け
る

「検
」
の
機
能
と
似
て
い
る
が
、
検
の
場
合
、
文

書
木
簡
の
上
に
も
う

一
枚
同
大
の
木
簡

（検
）
を
重
ね
、
紐
で
し
ば
り
充
所
を

上
書
す
る
も
の
で
あ
続
ド
な
お
、
封
絨
木
簡
の
機
能
と
し
て
、
紙
の
文
書
を
納

め
た
文
書
箱
の
上
に
の
せ
て
封
絨
す
る
と
い
う
用
法
も
推
測
さ
れ
て
い
柄
ド
長

屋
王
家
木
簡

。
二
条
大
路
木
簡
の
封
絨
木
簡
と
と
も
に
適
合
す
る
大
き
さ
の
文

書
箱

（法
量
は
長
さ
三
一
―
一三
ハ
セ
ン
チ
ｏ
幅
四
―
八
セ
ン
チ
）
が
数
例
伴
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
う
な
づ
け
る
推
測
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
文
書
箱
上
に
封

絨
木
簡
を
の
せ
て
紐
を
か
け
た
様
子
を
想
像
す
る
と
、
柄
の
扱
い
な
ど
に
不
安

定
な
印
象
が
ぬ
ぐ
え
ず
、
ま
た
文
書
箱
上
面
に
も
墨
書
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も

気
に
な
る
。
文
書
箱
に
つ
い
て
史
料
か
ら
封
絨
の
作
法
が
知
ら
れ
る
の
は
、
飛

駅
の
文
書
を
納
め
る
飛
駅
面
で
あ
る
。
飛
駅
函
は

「長

一
尺

一
寸
六
分
、
広
三

寸
、
深
二
寸
三
分
」
と
い
う
法
量
の
木
箱
で

（『延
喜
式
』
木
工
寮
式
）、
そ
の
封

絨
作
法
は
、
文
書

（勅
符
）
を
納
め
た
画
を
糸
で
絨
し
て
松
脂
で
封
じ
た
う
え
、



上
に

「賜
某
国
」
「封
」
「飛
駅
」
「月
日
時
刻
」
等
の
文
字
を
書
き
、
さ
ら
に

画
を
包
む
革
嚢
の

一
端
に
付
す
短
籍

（木
簡
）
に

「賜
某
国
飛
駅
函
」
「年
月

日
時
刻
」
、
画
の
左
側
に
も

「副
官
符
若
千
通
」
と
書
く
。
そ
の
後
飛
駅
函
と

官
符
を
革
嚢
の
中
に
納
め
る
、
と
い
う
あ
り
方
で
あ

っ
た

（『儀
式
』
飛
駅
儀
）。

平
安
時
代
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
厚
な
手
続
き
例
と
い
え
る
が
、
箱
の
場
合
直

接
墨
書
し
た
り
封
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
封
絨

の
作
法
に
は
多
様
な
段
階
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
文
書
箱
を
封
絨
す

る
と
い
う
封
絨
木
簡
の
用
法
を
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
封
絨
木
簡
の
出
土
は
、
紙
に
書
か
れ

た
文
書
の
や
り
と
り
の
存
在
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
他
の
木
簡

と
違
っ
て
、
紙
の
文
書
と
と
も
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う
点
が
封
絨
木
簡
の
大
き

な
特
徴
で
あ
り
、
宮
都
に
お
い
て
そ
う
し
た
封
絨
木
簡
の
作
法
が

一
般
的
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
宮
都
で
は
貴
族
邸
宅
な
ど
を
中
心
と
し
て

紙
の
文
書
の
や
り
と
り
が
か
な
り
広
範
に
行
な
わ
れ
て
い
た
状
況
が
推
定
で
き

る
の
で
あ
る
。

〓
一　
地
方
官
行
の
封
絨
木
簡

以
上
に
み
た
平
城
京
跡
出
土
の
封
絨
木
簡
、
中
で
も
羽
子
板
状
の
柄
を
も
つ

特
徴
的
な
封
絨
木
簡

（〇
四
系
型
式
）
が
、
実
は
各
地
の
官
衛
遺
跡
か
ら
も
出

土
し
て
い
る
。
特
に
入
幡
林
遺
跡
出
土
の
人
幡
林
木
簡
中
の
封
絨
木
簡

（以
下

八
幡
林
封
絨
木
簡
と
呼
ぶ
）
は
、　
一
括
し
て
多
数
出
土
し
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
検
討
し
な
が
ら
、
地
方
官
衛
出
上
の
封
絨
木
簡
の
あ

り
方
を
さ
ぐ

っ
て
み
た
い
。

ａ
山
垣
遺
跡

（兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町
）
出
土
木
師

（
）
第
２
図
）

丹
波
国
水
上
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
ハ
七
×
三
五
×
七
　
〇
四
三

（山
垣
遺
跡
は
古
代
の
丹
波
国
氷
上
郡
春
日
里
に
位
置
す
る
官
衛
遺
跡
で
あ
り
、

郡
家
の
下
部
に
位
置
す
る
地
方
官
衡
と
考
え
ら
れ
蕊
．
同
時
に
春
部
里
長
等
あ

て
の
郡
符
木
簡
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
八
世
紀
初
め
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
木
簡
の
形
態
は
比
較
的
柄
部
が
長
く
、
左
右
の
切
り
欠
き
が
二
か
所

に
あ
る
。
充
所
の
記
載
が
大
ぶ
り
に
力
づ
よ
く
書
か
れ
て
い
て
、
氷
上
郡
充
て

に
大
事
に
封
絨
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
郡
充
て
の
封
絨
木
簡
が
郡
家
下

部
の
官
街
か
ら
出
上
し
て
い
る
関
係
は
な
お
未
詳
。）

ｂ
大
学
府
跡

（福
岡
県
太
宰
府
市
）
出
土
木
簡

（大
学
府
史
跡
出
土
木
簡

一
七
四

（‐３
）
号
）
（第
２
図
）

□
　
尊
者
上
座
者
火
急
殿
門
進
上
宜
　
須
良
状

（
三
四
三
）
×
三

一
×
二
　
〇
四

一

（大
学
府
跡
の
政
庁
前
面
西
側
の
不
丁
官
衡
地
区
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出

木
簡
か
ら
八
世
紀
前
半
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
目
上
の
人
物
に
対
す
る
至
急

の
書
状
に
用
い
た
封
絨
木
簡
で
、
須
良
は

「状
」
を
差
出
し
た
人
名
で
あ
ろ
う
。

「火
急
に
殿
門
に
進
上
す
べ
し
」
と
日
本
語
の
語
順
に
記
し
て
い
る
。
左
右
の

切
り
欠
き
が
み
ら
れ
な
い
が
、
上
端
の
小
文
字
の
よ
う
な
墨
痕

「□
」
は
封
に
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山垣遺跡出土木簡(a)

大宰府跡出土木簡(b)

藤原宮跡出土木簡 (参考)

郡山遺跡出土木簡(C)

第 2図 各地遺跡出土封絨木簡



か
か
わ
る
記
載
の
可
能
性
が
あ
蘊
す

ｃ
郡
山
遺
跡

（仙
台
市
）
出
土
木
簡

（第
２
図
）

封
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
四
）
×
二
九
×
三
　
〇
三
九

令
封
」
の
字
が
木
簡
上
端
の
左
右
の
切
り
欠
き
の
位
置
よ
り
も
下
に
ズ
レ
て

い
る
も
の
の
、
左
右
の
切
り
欠
き
と

「封
」
字
を
も
つ
木
編
¨
下
部
は
欠
損
。）

［参
考
］
郡
山
遺
跡

（仙
台
市
）
出
土
木
簡

（写
経
用
定
木
）

（表
）
　
　
　
起

（裏
）
「波
婆
云
婆
塞
云
婆
宇
宇
宇
宇
宇
」
（異
筆
）

（
三

一
四
）
×

一
人
×
三
　
〇
六
五

（郡
山
遺
跡
の
寺
院
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
、　
一
辺
の
み
に
切
り
欠
き
が
六

か
所
あ
り
、
写
経
用
に
界
線
を
引
く
時
に
用
い
る
定
木
と
考
え
ら
れ
て
い
術
¨

こ
こ
で
参
考
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
下
部
を
羽
子
板
の
柄
状
に
整
形
し
て
お
り
、

羽
子
板
状
の
柄
が
封
絨
木
簡
に
限
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。）

ｄ
八
幡
林
木
簡

（和
島
村
教
育
委
員
会

『八
幡
林
遺
跡
』
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
書
第
三
集
、　
一
九
九
四
年
。
三
二
号
）
（第
３
図
）

上
大
領
殿
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
人
五
×
三
六
×
六
　
〇
四
三

（体
部
の
上
。
中
・
下
三
か
所
の
左
右
に
切
り
欠
き
が
あ
り
、
紐
を
か
け
た
痕

跡
が
残
る
。
柄
部
は
短
い
。
記
載
の
あ
る
面
は
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、

反
対
の
記
載
の
な
い
面
は
調
整
せ
ず
割
り
の
ま
ま
の
粗
面
と
な
っ
て
い
る
。）

ｅ
八
幡
林
木
簡

（同
一一一四
号
）
（第
３
図
）

上
郡
殿
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
人
三
）
×
全
〓

）
×
三
　
〇
四
三

（上
端
に
一
か
所
左
右
の
切
り
久
き
が
あ
る
。
記
載
面
は
平
滑
に
調
整
し
て
い

る
が
、
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
右
辺
が
半
裁
さ
れ
て
廃
棄
さ

れ
た
も
の
か
。）

ｆ
八
幡
林
木
簡

（同
五
〇
号
）
（第
３
図
）

□
□
□
□
□
郡
殿
　
　
　
　
　
　
（
三
五
三
）
×
全

四
）
×
七
　
〇
四

一

（左
右
の
切
り
欠
き
は
み
ら
れ
な
い
。
記
載
面
は
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、

反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
右
辺
が
半
載
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も

の
か
。）

ｇ
人
幡
林
木
簡

（同
三

二
号
）
（第
３
図
）

□
日
□
□
〔酪
□
剛
酢
恥
こ
　
　
　
　
（
三
三
〇
）
×
三
七
×
三
　
〇
四

一

（ｇ
と
面
的
に
接
合
す
る
文
字
記
載
の
な
い
同
形
封
絨
木
簡
が
あ
る

（第
３

図
）
。
ｇ
が
表
簡
、
も
う

一
方
が
裏
簡
と
な
る
が
、
両
者
の
接
合
す
る
内
面
は

互
い
に
調
整
せ
ず
割
り
の
ま
ま
の
粗
面
と
な
っ
て
い
る
。）

ｈ
八
幡
林
木
簡

（同
四
八
号
）
（第
３
図
）

□
郡
足
足
足
足
足
足
足
田
田
□
□
□
□（

二
九
五
）
×
三
三
×
六
　
〇
四
三

（体
部
の
上
・
下
三
か
所
に
左
右
切
り
欠
き
が
あ
る
。
記
載
は
二
次
的
な
習
書

で
あ
ろ
う
。
記
載
面
は
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。）

ｉ
八
幡
林
木
簡

（同
≡
二
号
）
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□
　
　
　
　
　
　
□

　
　
　
　
　
（
二
人
六
）
×
二
人
×
五
　
〇
四
三

（判
読
で
き
な
い
記
号
風
の
墨
痕
が
体
部
の
上
・
下
三
か
所
の
左
右
切
り
欠
き

部
に
み
ら
れ
、
封
の
た
め
の
墨
書
の
可
能
性
が
あ
る
。
墨
痕
の
あ
る
面
は
平
滑

に
調
整
し
て
い
る
が
、
反
対
面
は
割
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。）

人
幡
林
遺
跡
は
、
古
代
越
後
国
古
志
郡
の
有
力
交
通
路
上
に
位
置
す
る
、
古

志
郡
家
と
関
連
し
た
地
方
官
衛
と
考
え
ら
れ
続
．
出
土
し
た
八
幡
林
木
簡
の
年

代
は
、
出
土
遺
構
に
よ
り
つ
つ
人
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
幅
を
も

っ
て
い
る
。
人
幡
林
封
絨
木
簡
は
、
上
記
ｄ
ｔ
ｉ
の
他
に
も
墨
痕
の
な
い
封
絨

木
簡
が
多
く
存
在
し
て
総
数
二
五
点
に
及
ん
で
お
り
、
人
幡
林
木
簡
の
大
き
な

特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
、
人
幡
林
封
絨
木
簡
の
特
鶴
杯
み
る
こ
と
と
し
よ

つヽ
。ま

ず
出
土
遺
構
と
し
て
は
、
Ｈ
地
区
の
人
世
紀
中
頃
の
溝

（Ｓ
Ｄ
〇
一
。
Ｓ

Ｄ
〇
一
一）
と
、
Ｉ
地
区
の
人
世
紀
末
―
九
世
紀
前
半
頃
の

一
一
試
掘
坑

・
二
五

試
掘
坑
の
二
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
両
者
の
年
代
は
ズ
レ
て
お
り
、
両
方
合

わ
せ
る
と
八
世
紀
中
頃
か
ら
九
世
紀
前
半
頃
に
ま
で
及
ぶ
時
間
帯
の
遺
物
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

次
に
人
幡
林
封
絨
木
簡
の
形
態
を
み
よ
う
。
材
と
し
て
は
杉
材
が
多
く
、
板

目
材

・
柾
目
材
と
も
に
あ
る

（柾
目
が
や
や
多
い
か
）。
い
ず
れ
も
羽
子
板
状
の

柄
を
も
つ
タ
イ
プ
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
形
態
を
整
理
す
る
と
、

①
柄
部
の
長
い
も
の

（体
部
と
羽
子
板
柄
部
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
程
度
）

柄
部
の
短
い
も
の

②
左
右
の
切
り
欠
き
が
な
い
も
の

左
右
の
切
り
欠
き
が
体
部
の
上
下
三
か
所
に
あ
る
も
の

左
右
の
切
り
欠
き
が
体
部
の
上

・
中

・
下
の
三
か
所
に
あ
る
も
の

が
み
ら
れ
る
。
大
き
さ
は
、
長
さ
か
ら
お
お
む
ね
大
型

・
中
型

・
小
型
の
三
タ

イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
中
で
は
大
型
の
も
の
の
柄
部
が
短
い
と
い
う
傾
向
が
指
摘

で
き
る
。

完
形
の
封
絨
木
簡
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
組
六
点
が
割
り
面

・
木

目
が

一
致
し
て
面
的
に
ピ
タ
リ
と
接
合
す
る
こ
と
が
判
粥
し
た
。
人
幡
林
封
絨

木
簡
で
も
、
表
簡

・
裏
簡
の
外
面

（文
字
記
載
面
）
は
平
滑
に
調
整
す
る

一
方
、

表
簡

・
裏
簡
の
内
面
は
割
り
の
ま
ま
の
粗
面
と
し
て
お
り
、
そ
の
割
り
面
の
凹

凸
や
木
目
が
接
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
製
作
の
際
に
厚
手
の

一
枚

の
素
材
を
二
片
に
割
っ
て
二
枚

一
組
で
作
っ
た
こ
と
を
示
す
。
と
同
時
に
、
出

土
状
況
も
二
枚
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
使
用
の

際
も
封
絨
木
簡
は
二
枚

一
組
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、

一
点
な
が
ら
文
字
記
載
の
な
い
封
絨
木
簡
で
、
上
端
か
ら
割
り
込
ん
で
二
枚
に

分
け
よ
う
と
す
る
途
中
ま
で
で
割
り
を
止
め
て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
続

（
）
第
３

図
）。
横
か
ら
見
る
と
側
面
Ｙ
字
型
に
な
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
完
形
で
そ
の
ま
ま
封
絨
木
簡
と
し
て
利
用
で
き
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、

ま
た

一
方
未
完
成
品
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
前
者
と
す
れ
ば
、
側

面
Ｙ
字
型
の
割
り
込
み
の
間
に
文
書
な
ど
を
挟
ん
で
封
絨
し
、
封
絨
を
解
く
際

に
二
片
に
折
る
と
い
う
よ
う
な
利
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。
平
城
京
出
土
の
封
絨
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木
簡
の
中
に
も
そ
う
し
た
形
で
二
片
に
分
離
し
た
ら
し
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る

（上
述
Ｎ
・
Ｏ
）。
こ
の
場
合
、
何
ら
か
の
理
由
で
未
使
用
の
ま
ま
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
後
者
と
す
れ
ば
、
こ
の
木
簡
に
文
字
記
載
の
な
い
こ
と
と
、
未
完

成
で
あ
る
こ
と
と
が
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
も
、
人

幡
林
遺
跡
に
お
い
て
封
絨
木
簡
の
製
作
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
の
な
い
封
絨
木
簡
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ

と
を
傍
証
し
て
い
よ
う
。

記
載
形
式

・
機
能
と
し
て
は
、
充
所
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
、
二
次
的
に
習

書
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
。
と
く
に
郡
司

・
大
領
充
て

に
脇
付
を
付
し
て

「上
大
領
殿
門
」
「上
郡
殿
門
」
「□
□
□
□
□
郡
殿
」
な
ど

と
記
し
た
も
の
が
目
立
ち
、
こ
れ
は
郡
司

。
大
領
よ
り
下
位
の
者
か
ら
差
し
出

さ
れ
た
文
書

・
書
状
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
郡

司
よ
り
下
の
レ
ベ
ル
で
封
絨
木
簡
の
作
法
が
弁
え
ら
れ
て
お
り
、
郡
内
に
お
い

て
紙
の
文
書
の
往
来
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

人
幡
林
封
絨
木
簡
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
二
枚

一
組
で
封
絨
木
簡
が
製
作
さ

れ
、
二
枚

一
組
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
封
絨
木
簡
中
、
文
字
記

載
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
二
枚
セ
ッ
ト
に
な
る
例

（ｇ
）
が
あ
り
、
ま
た

記
載
の
な
い
封
絨
木
簡
で
二
枚

一
組
と
な
る
例
も
あ
る
。
紐
で
二
枚
を
き
つ
く

く
く
る
使
用
法
と
、
文
字
記
載
が
充
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
合
わ
せ
考
え
る
と
、

二
枚
の
封
絨
木
簡
で
紙
の
文
書
を
挟
む
使
用
法
が
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
つゝ
か
。

こ
う
し
た
人
幡
林
封
絨
木
簡
の
製
作
法
に
つ
い
て
は
田
中
靖
氏
の
要
を
得
た

報
筋
〆
あ
る
が
、
若
千
の
補
足
を
加
え
な
が
ら
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

′や
。

①
原
材
か
ら
、
大
き
さ
を
完
成
法
量
に
合
わ
せ
て
短
冊
形
の
板

（や
や
厚

手
）
素
材
を
割
り
取
る
。

②
①
の
や
や
厚
手
の

一
枚
の
板
材
を
羽
子
坂
柄
状
の
柄
を
も
つ
封
絨
木
簡

の
形
に
整
形
、
表

・
裏
両
面
を
平
滑
に
し
、
上
下
左
右
の
四
辺
を
調
整
、

左
右
か
ら
の
切
り
欠
き
を
体
部
の
上
端

（
。
中
央
）
・
下
端
に
入
れ
る

（上
端
は
と
く
に
こ
の
段
階
で
入
れ
た
も
の
多
い
）。

③
②
の
厚
手
の

一
枚
の
材
を
薄
手
の
二
枚
に
割
り
さ
く
。
こ
の
段
階
で
失

敗
し
た
例
も
あ
る
。

④
③
で
で
き
た
二
枚
セ
ッ
ト
の
封
絨
木
街
の
頭
部

・
左
右
切
り
欠
き

。
羽

子
板
状
柄
部
を
さ
ら
に
調
整
す
る

（こ
の
段
階
で
下
端
の
み
切
り
欠
き
を

三
枚
別
々
に
入
れ
た
例
が
あ
る
）。
た
だ
し
、
割
り
面
は
粗
い
ま
ま
と
し
、

平
滑
に
調
整
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
人
幡
林
封
絨
木
簡
の
製
作
法
と
平
城
京
跡
出
土

の
封
絨
木
簡
の
製
作
法
と
に
は
確
実
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
世
紀
中
頃
の
越
後
国
の
一
地
方
官
衛
に
み
ら
れ
る
封

絨
木
簡
の
製
作
法

・
用
法
が
宮
都
に
お
け
る
封
絨
木
簡
の
そ
れ
と
変
わ
り
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
郡
司
あ
て
に
進
上
さ
れ
た
封
絨
木
簡
の
存



在
は
、
郡
司
よ
り
も
下
位
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
そ
う
し
た
封
絨
木
簡
の
利
用
が

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
紙
の
文
書
の
や
り
と
り
が
広
範
に
行
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
封
絨
木
簡
を
め
ぐ
る
課
題

以
上
、
宮
都
ば
か
り
で
な
く
地
方
官
衛
に
お
い
て
も
八
世
紀
の
段
階
か
ら
広

範
に
封
絨
木
簡
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
封
絨
木
簡
が
古
代
の
木
簡
の

一

形
態
と
し
て

一
般
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
木
の
特

性
を
活
か
し
た
機
能
を
も
つ
木
簡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

存
在
が
紙
の
文
書
と
の
共
存
を
示
す
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
に
大
き
な
意
義

が
認
め
ら
れ
る
。
封
絨
木
簡
の
出
土
は
、
そ
こ
に
紙
の
文
書
の
往
来
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
古
代
の
律
令
制
が
も
っ
た
文
書
主
義
の
普
及

・

展
開
や
、
識
字
層
の
拡
大
な
ど
に
関
し
て
提
起
す
る
問
題
は
、
大
き
い
と
い
え

ｒふ
＞ｎノ。
地
方
社
会
に
お
け
る
文
書
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
す
で
に
各
地
の
遺
跡
か
ら

地
方
で
書
か
れ
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
様
な
ど
の
狭
義
の
文
書
木
簡
が
出
土
し

つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
砺
¨
例
を
挙
げ
れ
ば
、
①
西
河
原
森

ノ
内
遺
跡

（滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
）
出
土
木
簡
は
、
七
世
紀
後
半
に
さ
か
の
は

る
内
容
を
も
つ
文
書
木
簡
が
移
動
後
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
幅
）
②
湯
ノ
部
遺

跡

（滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
）
出
土
木
簡
も
七
世
紀
後
半
の
天
武
朝
に
さ
か
の
ぼ

る
上
申
文
書
の
存
在
を
示
す
内
容
と
考
え
ら
れ
て
い
続
．
さ
ら
に
東
国
の
③
小

敷
田
遺
跡

（埼
玉
県
行
日
市
）
出
土
木
簡
も
、
人
世
紀
初
頭
頃
に
お
い
て
文
書

木
簡
風
の
書
式
を
と
っ
て
い
続
ド
ま
た
ヽ
④
平
城
宮
跡
下
層
か
ら
出
土
し
た
木

簡

（平
城
宮
木
簡
一
九
二
六
号
）
は
、
人
世
紀
初
頭
の
藤
原
京
時
代
に
、
近
江
国

の
里
長
が
発
行
し
た
過
所
木
簡
が
実
際
に
文
書
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
出
上
の
漆
紙
文
書
の
中
に
も
、
⑤
秋
田
城
跡

（秋
田

市
）
出
上
の
漆
紙
文
書
の
よ
う
に
、
官
人
が
出
先
の
蛸
形
駅
家

（秋
田
県
由
利
郡

象
潟
町
）
か
ら
秋
田
城
に
あ
っ
た
出
羽
介
の
国
司
館
充
て
に
送
っ
た
書
状
そ
の

も
の
が
、
切
封
の
封
絨
の
礼
式
を
も
伝
え
な
が
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
栃
¨

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、
古
代
の
地
方
社
会
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
官
行
を
中

心
と
し
た
広
が
り
の
中
で
木
簡
や
紙
の
文
書
が
か
な
り
広
範
に
や
り
と
り
さ
れ

て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
が
、
紙
の
文
書
と
の
共
存
を
示
す
封
絨
木
簡
の
存

在
は
、
さ
ら
に
そ
の
事
情
を
裏
付
け
る
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
各

地
で
出
土
例
が
増
大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
封
絨
木
簡
は
、
古
代
の
地
方
社
会
に

お
け
る
紙
の
文
書
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
書
い
た
人
々
の
あ
り
様
も

含
め
て
新
し
い
展
望
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
封
絨
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
な
お
検
討
が
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
封
絨
木
簡
の
諸
類
型
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
。
羽
子

板
の
柄
状
の
柄
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
紙
の
文
書
を
挟
む
場
合
、
文
書
に

直
接
触
れ
ず
に
手
で
持
ち
捧
げ
る
と
い
う
機
能

（『石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
四
〓
紙
〕

の
中
に
Ｙ
字
形
の
木
の
枝
の
先
に
書
状
を
く
く
っ
た
ら
し
い
様
子
が
描
か
れ
る
）
が
考
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え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
形
態
の
検
討
の
上
に
、
柄
の
も
つ
機
能
を
さ
ら
に
考

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
使
用
法
の
具
体
的
解
明
と
い
う
課
題
と

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
面
で
は
、
封
絨
木
簡
の
使
用
法
と
古
代
の
書
札
礼

と
の
関
係
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
封
絨
木
簡
の
体
部
の
長
さ
や
、
切
り

欠
き
間
の
長
さ

（
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
レ」と
が
多
い
）
と
、
挟
む
べ
き
紙
の

文
書
の
折
り
方
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
文
書
を
竪
紙
と
し
て
折
っ
て
挟
む
以

外
に
、
折
紙
と
し
て
折
っ
て
挟
む
こ
と
を
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
さ
ら
に

封
絨
木
簡
と
直
角
に
交
わ
る
よ
う
に
紙
の
文
書
を
挟
む
用
法
な
ど
も
想
定
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
紙
の
文
書
を
送
る
時
に
、
そ
の
封
絨
の
仕
方
と
し
て
、
文

書
箱

。
封
絨
木
簡

。
包
紙

・
捻
封

・
切
封
な
ど
の
方
法
の
う
ち
ど
れ
を
ど
の
よ

う
な
場
合
に
採
用
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
書
札
礼
の
具
体
像
や
そ
の
軽
重
を
追

求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次
の
時
代
の
封
絨
作
法
と
の
関
係
―
―
封

絨
木
簡
は
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か

（紙
の
文
書
が
貴
重
で
あ
っ

た
時
代
の
産
物
な
の
か
）、
と
い
っ
た
問
題
も
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
紙
の
文
書

を
挟
む
以
外
の
封
絨
木
簡
の
機
能
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
〇
四
系
型
式
の
タ

イ
プ
の
封
絨
木
簡
に
も
文
書
箱
を
封
絨
す
る
と
い
う
用
法
が
推
測
さ
れ
る
し
、

短
い
０
三

一
型
式
の
タ
イ
プ
で

「封
」
字
を
も
つ
封
絨
木
簡
は
、
何
ら
か
の
物

品
を
封
ず
る
機
能
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
紙
の
文
書
以
外
の
封
絨
の
あ
り

方
の
具
体
像
は
、
な
お
不
明
確
な
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
、

二
枚

一
組
の
封
絨
木
簡
の
う
ち
文
字
記
載
の
な
い
方
の
封
絨
木
簡
の
扱
い
方
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
通
例
で
は
文
字
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
木
簡
で
は
な
く

木
製
品

（「木
簡
状
木
製
品
し

と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
や
は
り

一

組
の
封
絨
木
簡
と
認
め
て
も
う

一
点
の
相
棒
と
と
も
に
木
簡
と
し
て
扱
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、
今
後
早
急
な
検
討
が
望
ま
れ

Ｚつ
。こ

れ
か
ら
出
土
例
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
封
絨
木
簡
の
実
物
に
即
し
て
機
能
を

検
討
し
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
の
文
書
と
の
接

点
に
位
置
す
る
木
簡
と
し
て
の
封
絨
木
簡
の
意
義
が
さ
ら
に
明
か
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注
（１
）

報
告
の
概
要
は
、
佐
藤
信

「郡
符
木
簡
と
封
絨
木
簡
」
『古
代
越
後
と
木
簡
』

木
簡
学
会
新
潟
特
別
研
究
集
会
、　
一
九
九
四
年
参
照
。
な
お
、
報
告
の
う
ち
郡
符

木
簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
藤
信

「古
代
文
字
資
料
の
現
在
」
３
国
語
と
国
文

学
』
七
〇
巻

一
一
号
、　
一
九
九
三
年
▼
　
「奈
良
時
代
の
政
治
と
民
衆
」
Ｓ
新
版

古
代
の
日
本
１
　
古
代
史
総
論
』
角
川
書
店
、　
一
九
九
三
年
）
で
見
通
し
を
述
べ

て
お
り
、
そ
の
後
平
川
南

「郡
符
木
簡
―
古
代
地
方
行
政
論
に
向
け
て
―
」
３
律

令
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
五
年
）
な
ど
も
発
表
さ
れ
た
の
で
、

こ
こ
で
は
封
絨
木
簡
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
封
絨
木
簡
の
実
物
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
本
簡
学
会
、
新
潟
大
学

・
小
林
昌
二
氏
、
和
島
村
教
育
委
員
会
、
同
・
田
中

靖
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
同
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室

・
館

野
和
己
氏

・
寺
崎
保
広
氏
・
渡
辺
晃
宏
氏
そ
の
他
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
ま
た
報
告
を
ま
と
め
る
過
程
で
は
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国
・
高
島

英
之
氏
の
示
教
を
得
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
木
簡
学
会
新
潟
特
別
研

究
集
会
の
後
、
さ
ら
に
平
城
京
出
上
の
封
絨
木
簡
に
つ
い
て
の
補
考
を
加
え
て
、

長
屋
王
家
木
簡
検
討
会

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、　
一
九
九
五
年
三
月
九



日
）
ｏ
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会

（同
年
七
月
八
日
）
で
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。

そ
の
際
に
参
加
の
方
々
か
ら
多
く
の
示
教
を
受
け
た
こ
と
に
も
、
深
く
謝
意
を
表

し
た
い
。

（
２
）

平
川
南

「地
方
の
木
簡
」
『木
簡
―
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
』
川
崎
市
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、　
一
九
九
〇
年
。

（
３
）

佐
藤
信

「古
代
文
字
資
料
の
現
在
」
（注
１
）
。
同

「奈
良
時
代
の
政
治
と
民

衆
」
（注
１
）
。
な
お
、
封
絨
木
簡
が
文
書
を
挟
む
機
能
を
も
つ
可
能
性
の
指
摘
は
、

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
告
』
全

九
八
六
年
）
に
も
み
ら
れ
る
。

（
４
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
２．
）
（
２２
）

（
２４
）
（
２５
）
（
２７
）
（
２９
）
、
一
九
人
九
―
九
四
年

（以
下

「概
報

（
２．
Ｘ

の
よ
う

に
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
。
同

『平
城
京
木
簡

一
―
長
屋
王
家
木
簡

一
―
』

一

九
九
五
年
。
同
編

『平
城
京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

一
年
。

（
５
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
告
』

一

九
八
六
年
。
な
お
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
長
屋
王
家
木
簡
と

一
連
の
性
格

を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
木
簡
も
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
木

簡
―
長
屋
王
家
木
簡

一
―
』
に
二
四
号
木
簡
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

西
崎
卓
哉

「奈
良

。
平
城
京
跡
」
『木
簡
研
究
』
七
号
、　
一
九
八
五
年
。

（
７
）

橋
本
義
則

「奈
良

・
藤
原
宮
跡
」
『木
簡
研
究
』

一
五
号
、　
一
九
九
三
年
。

（
８
）

大
庭
脩

『木
簡
』
学
生
社
、　
一
九
七
九
年
。
大
庭
脩

『漢
簡
研
究
』
同
朋
舎
出

版
、　
一
九
九
二
年
。

（
９
）

平
川
南
注
２
論
文
。

（
１０
）

和
島
村
教
育
委
員
会

『
八
幡
林
遺
跡
』
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

一

集

。
第
二
集

・
第
三
集
、　
一
九
九
二
年

，
一
九
九
三
年

，
一
九
九
四
年
。
小
林
昌

二

「
人
幡
林
遺
跡
等
新
潟
県
内
出
上
の
木
簡
」
『木
簡
研
究
』

一
四
号
、　
一
九
九

二
年
。

（
Ｈ
）

兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町

『山
垣
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
九
〇
年
。
兵
庫

県
教
育
委
員
会

『山
垣
遺
跡
』

一
九
人
四
年
。

佐
藤
信

「奈
良
時
代
の
政
治
と
民
衆
」
（注
１
）
。

九
州
歴
史
資
料
館

『大
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
概
報
』
二
、　
一
九
八
五
年
。

沖
森
卓
也

・
佐
藤
信

『上
代
木
簡
資
料
集
成
』
お
う
ふ
う
、　
一
九
九
四
年
。

仙
台
市
教
育
委
員
会

『郡
山
遺
跡
Ⅱ
』
、　
一
九
八
二
年
。

平
川
南
注
２
論
文
。

向
日
市
教
育
委
員
会

『長
岡
京
木
簡

一
』
、　
一
九
八
四
年
。

和
島
村
教
育
委
員
会

『
八
幡
林
遺
跡
』
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三

集
、　
一
九
九
四
年
。

注
１８
報
告
書
。

注
１８
報
告
書
図
版
二
四
、
二
六
五
番
。

田
中
靖

「封
絨
木
簡
に
つ
い
て
」
翁
八
幡
林
遺
跡
』
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
第
三
集
、　
一
九
九
四
年
）
。

佐
藤
信

「古
代
文
字
資
料
の
現
在
」
（注
１
）
。

滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
教
育
委
員
会

『西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
第

一
・
二
次
発
掘

調
査
概
要
』
、　
一
九
八
七
年
。
同

『西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
報
告

書
』
、　
一
九
八
七
年
。
辻
広
志

「滋
賀

・
西
河
原
遺
跡
」
『木
簡
研
究
』

一
四
号
、

一
九
九
二
年
。
同

「滋
賀

・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
」
『木
簡
研
究
』
八
号
、　
一
九

八
六
年
。
稲
岡
耕
二

「国
語
の
表
記
史
と
森
ノ
内
遺
跡
木
簡
」
『木
簡
研
究
』
九

号
、　
一
九
八
七
年
。
山
尾
幸
久

「森
ノ
内
遺
跡
出
上
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」
『木

簡
研
究
』

一
二
号
、　
一
九
九
〇
年
。

濱
修

「滋
賀

。
湯
ノ
部
遺
跡
」
令
木
簡
研
究
』

一
四
号
、　
一
九
九
二
年
）
。

鬼
頭
清
明

「小
敷
田
遺
跡
」
令
日
本
古
代
木
簡
選
』
、
岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇

年
）。

（２６
）

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡
二
』
、　
一
九
七
五
年
。
佐
藤
信

「『過

所
木
簡
』
寸
考
」
翁
風
俗
』

一
六
巻

一
号
、　
一
九
七
七
年
）。

（２７
）

秋
田
城
を
語
る
友
の
会

『秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ｉ
』

一
九
九
二
年
。
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